
ヒメハナカメムシ類 Orius spp.はアザミウマ類に対

する有力な捕食性天敵として知られている（永井ら，

1988；永井，1990）。なかでも，タイリクヒメハナカ

メムシO. strigicollis（Poppius）は休眠性が弱いことか

ら，冬季施設作物におけるアザミウマ類の生物的防除

資材として有望であり（柿元ら，2003），現在は各種

施設栽培野菜類において天敵昆虫剤として農薬登録さ

れている。

群馬県では，施設栽培ナスにおいてタイリクヒメハ

ナカメムシを利用したアザミウマ類防除の普及拡大を

目指している。しかし，ナス栽培では摘葉および摘心

が繰り返し行われ，切り取った植物体を施設外へ持ち

出しているという現状があり，このことがナス栽培に

タイリクヒメハナカメムシを導入することに対する懸

念となっている。なぜならば，タイリクヒメハナカメ

ムシは植物の組織内に産卵する性質を持っているた

め，摘葉や摘心される部位に産卵した場合には，卵が

植物体とともに施設外へ持ち出されてしまうからであ

る。これにより，施設内におけるタイリクヒメハナカ

メムシの次世代以降の増加は大きな影響を受けてしま

うことになる。この対策として，産卵部位をなるべく

施設内に残すような栽培管理が必要と考えられるが，

タイリクヒメハナカメムシの植物体への産卵部位に関

しての知見は現在のところほとんどない。そこで，タ

イリクヒメハナカメムシのナス株における産卵部位に

ついて検討を行ったので報告する。

本試験を実施するにあたり，農業生物資源研究所野

田隆志博士，住友化学工業株式会社森田耕一氏にはご

助言とご協力を頂いた。厚くお礼申し上げる。

材料および方法

1．供試昆虫

タイリクヒメハナカメムシは，住友化学工業株式会

社より譲渡された個体（商品名：オリスターＡ）を，

スジコナマダラメイガ Ephestia kuehniella Zeller の冷凍

卵を餌とし，Othonna capensis（キク科オトンナ属）

の茎葉を産卵用植物として用い，25℃，16L-8Dの実験

室内で累代飼育し，雄および雌成虫（雌成虫は羽化10

～14日後の個体）を供試した。

2．供試植物

ナス（品種：千両２号）は，25℃恒温の閉鎖系ガラ

ス温室内において育苗した。播種約１ヶ月後に５号素

焼鉢に鉢上げし，その後，展開葉７～８枚，草丈45～

50cmに成長した株を供試した。

3．調査方法

ナス株のすべての葉，芽などにスジコナマダラメイ

ガの冷凍卵0.3gを均一に散布した。この１株をアクリ

69関東東山病害虫研究会報　第52集（2005）
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摘　　　　要

タイリクヒメハナカメムシ Orius strigicollis（Poppius）のナス株における産卵部位について検

討を行ったところ，展開葉の葉脈への産卵数が特に多いことが明らかとなった。また，中位の

展開葉への産卵数は上位，下位と比較して多かった。



用いたタイリクヒメハナカメムシは，試験期間中はほ

とんど休眠しなかったと考えられる。

ナス１株当たりの各部位における雌成虫15頭の産卵

数および割合を第１表に示した。産卵数は，葉に最も

多く認められ，高い産卵割合を示した。このうち，ほ

とんどの卵が展開葉の葉脈に確認され，葉肉や葉柄に

はまったく認められなかった。また，未展開葉にも卵

は認められたが，非常に少数であった。茎にもやや多

く産卵されたが，卵は節のみに認められ，それ以外の

部位にはまったく認められなかった。芽や花では節に

ある程度産卵され，芯芽やがく片には極少数の卵が確

認されたが，蕾や花弁にはまったく認められなかっ

た。

ナス株各位の展開葉１葉当たりの雌成虫15頭の産卵

数を第１図に示した。株の上位，中位，下位における

産卵数は，中位の展開葉が最も多く，上位および下位

と比較して有意に多かった （Steel-Dwass法，p＜

0.05）。

以上の結果から，施設栽培ナスにおいてタイリクヒ

メハナカメムシを放飼した場合，展開葉の葉脈に産卵

数が多いこと，また，中位の展開葉において，上位，

下位よりも産卵数が多いことが推察された。

序論でも述べたが，ナス栽培では，採光や通風を目

的として摘葉が多く行われるため，タイリクヒメハナ

カメムシを放飼したナス栽培施設においては，切り取

った葉とともにタイリクヒメハナカメムシの卵の多く

を施設外へ持ち出している可能性が高い。今回の試験
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ル製飼育容器（縦50cm×横50cm×高さ60cm）内に収

容した後，タイリクヒメハナカメムシ雌雄成虫を15頭

ずつ放飼して，雌成虫に産卵させた。飼育容器の開口

部はポリエステル製のゴースで塞ぎ，タイリクヒメハ

ナカメムシの容器外への逃亡を防いだ。昼間30℃，夜

間20℃に設定した温室ガラスハウス内に飼育容器を静

置し，放飼72時間後の葉（展開葉の葉肉，葉脈，葉柄

および未展開葉），茎（幹，節（主枝と葉柄の接合部

および主枝と側枝の分枝部）），芽（芯，蕾，節（主枝

との接合部）），花（花弁，がく片，節（主枝との接合

部））のナス株各部位の産卵数を計数して，１株当た

りの各部位における平均産卵数および産卵割合を算出

した。また，ナス株を上位葉（第７，８葉節），中位

葉（第４～６葉節），下位葉（第１～３葉節）の３位

に分けて，葉面積が達観でほぼ同程度の展開葉を選ん

で産卵数を計数し，各位における展開葉１葉当たりの

平均産卵数を算出した。なお，調査は10月下旬～11月

下旬にかけて自然日長条件下で21株について行った。

結果および考察

放飼したタイリクヒメハナカメムシは，長日条件，

25℃で累代飼育しているため，十分に性成熟していた

と思われる。また，試験期間中の飼育容器内の気温は，

最高30℃，最低19℃であり，日平均気温は22℃を超え

ていた。鹿児島産のタイリクヒメハナカメムシを用い

た試験では，22℃の温度条件では秋～初春（10月～２

月）の自然日長条件下で飼育しても休眠は誘起されな

かった（古林ら，2003）。以上のことから，本試験で

産卵部位�
�

葉�
�
�
茎�
�
�
芽b)

�
�
花�

平均産卵数±SE

151.0±11.0

35.0±5.5

17.6±3.0

11.9±2.5

 部位内訳 内訳別平均産卵数±SEa) 産卵割合(%)

 葉肉 0 0

 葉脈 148.8±11.0 69.0

 葉柄 0 0

 未展開 2.2±0.6 1.0

 幹 0 0

 節 35.0±5.5 16.3

 芯 2.5±0.6 1.2

 蕾 0 0

 節 15.1±3.0 7.0

 花弁 0 0

 がく片c) 1.5±0.6 0.7

 節 10.3±2.2 4.8

a）展開葉：７～８枚，茎節：７～９節，芽：７～９芽，花：１～２花について調査
b ）頂芽および腋芽を示す
c ）花梗含む

第１表　ナス１株当たりの各部位における雌成虫15頭の産卵数および割合
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結果から，卵を施設内に残すためには，タイリクヒメ

ハナカメムシ放飼前に摘葉を行うことや，可能ならば

なるべく控えることが望ましいと言える。摘葉を行っ

た場合は，タイリクヒメハナカメムシふ化幼虫は飛翔

できず移動能力が低いことを考慮し，切り取った葉を

ナス茎葉に接触させた状態で放置するか，株元に重ね

て放置するなどの対策が必要と考えられる。ただし，

この場合には，積み上げた葉塊が灰色かび病など病害

の発生源となりやすいので，放置する葉は卵数の多い

中位展開葉を主として，なるべく少なくする必要があ

る。
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第１図　株の各位の展開葉１葉当たりの雌成虫15頭の産
卵数

a）図中の誤差線は標準誤差を示す
b）上位葉（第７，８葉節），中位葉（第４～６葉節），
下位葉（第１～３葉節）

c）異なる英小文字間にはSteel-Dwass法により５%水準で
有意差があることを示す




